
仕 様 書 

 

 

１．件名 

令和９年度 国立文楽劇場構内で使用する電気の調達 

 

２．概要 

（１）需要場所 

独立行政法人日本芸術文化振興会（以下「振興会」という）国立文楽劇場構内 

（大阪府大阪市中央区日本橋１丁目１２番１０号） 

（２）業種及び用途 

劇場 

 

３．供給条件 

（１）電気方式等 

ア．供給電気方式   交流３相３線式 

イ．供給電圧     標準電圧 ６,０００ボルト 

ウ．計量電圧     標準電圧 ６,０００ボルト 

エ．標準周波数    ６０ヘルツ 

オ．受電方式     ２回線受電（常用線・予備線） 

（２）契約電力等 

ア．契約電力     常用線５７０キロワット、予備線５７０キロワット 

（契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力を言 

い、計量器によって測定される値が原則としてこれを 

超えないものとする。） 

イ．予定使用電力量  １，２１８，０００キロワット時 

（月別予定使用電力量等は別紙１のとおり） 

（３）供給電力の要件等 

「RE100 TECHNICAL CRITERIA」の要件を満たす再生可能エネルギー電気を供給す

ることとし、その電気は再エネ比率３０％以上とすること。 

（４）使用期間 

令和９年４月１日０時から令和１０年３月３１日２４時まで（１２か月） 

（５）需給地点 

需要地点柱上に電力会社が設置した気中開閉器の負荷側接続点＜図面参照＞ 

（６）電気工作物の財産分界点 

上記３．（５）需給地点に同じ 

（７）保安上の責任分界点 

上記３．（５）需給地点に同じ 



（８）力率 

１００パーセント 

 

４．電力量等の検針 

（１）自動検針装置 

    有 

（２）電力会社等の検針方法 

遠隔自動検針 

（３）計量器の構成 

株式会社エネゲート 

型   番  ＴＰ３Ｅ９－Ｒ 

パルス定数  ２,０００パルス／キロワット時 

 

５．設備の状況 

（１）自家発電設備 

有（非常用） 

（２）特記すべき負荷設備 

フリッカ発生機器等電気の質に影響を与えるような負荷設備は特に無い。 

（３）高圧変圧器（変圧器容量は、それぞれの合計値） 

３相８００キロボルトアンペア  単相２００キロボルトアンペア 

３相４線５００キロボルトアンペア 

（４）力率保持のため、自動力率調整装置を設置している。 

 

６．要求要件の概要 

（１）振興会が要求する期間中、振興会の設備等を利用し、安定した電気の供給が可能で

あること。ただし、当該設備等に改修及び改造等が必要である時は、振興会と協議

すること。 

（２）障害が発生した場合に、迅速に対応できる体制を有すること。 

（３）要求要件は振興会が必要とする最低限の要求要件を示しており、履行されないと判

断された場合には、落札決定の対象から除外する。 

（４）振興会の要求要件を履行できるか否かの判定は分任契約担当役が本件に係る仕様書

及び入札説明書等で求める提出資料の内容を審査して行う。 

（５）各月の燃料費等調整額は、当該地域を管轄する旧一般電気事業者が適用する燃料費

等調整単価の算定諸元に準じる、もしくは受注者が独自に定める公開された算定諸

元により算出するものとし、いずれの場合も基準燃料価格に上限を定める必要はな

いものとする。契約期間中に燃料費等調整に係る制度の改定があった場合は、別途

協議を行い、算定方法を定めるものとする。 

（６）電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法（平成２３年

法律第１０８号）に基づく賦課金（以下「再エネ賦課金」という。）は当該地域を



管轄する旧一般電気事業者の標準供給条件により算定するものとする。 

（７）本契約における電力供給終了後速やかに、供給する電力量に占める再生可能エネル

ギー電気の比率について確認できる資料（別紙２）を振興会に提出すること。また、

再生可能エネルギー電気の供給に用いた証書の写しを、協議により定めた期間内に

提出すること。 なお、提出された証書の写しに記載された情報が「３.供給条件（３）

供給電力の要件等」を満たしていない場合、「３.供給条件（３）供給電力の要件等」

を満たす証書を追加で購入し、その証書の写しを提出するなどの方法で補修するこ

と。 

（８）この仕様書に定めのない供給条件については、電力供給者と振興会の協議の上、定

めるものとする。なお、入札価格の算定に当たっては、燃料費調整額及び再生可能

エネルギー発電促進賦課金は考慮しないこととする。 



７

東５

東７

東３

東４

東６

東１
東２

７

２丁目高津

道頓堀川 下
大
和
橋

道頓堀

２丁目高津

高
架
下
駐
車
場

洋
裁
教
室

通信教育部事務局

１丁目

下寺町

ラ
ン
ド
リ
｜

コ
イ
ン

ア
ル
テ
ン

妙見宮
白安寺

阪神高速道路１５号堺線

日本橋 １丁目

（大阪市中央区）

スーパー玉出
日本橋店

た
ば
こ

大
阪
高
津
郵
便
局

地下２階電気室へ

財産・責任分界点（開閉器1次側）

国
立
文
楽
劇
場

常用線

予備線

国立文楽劇場高圧受電引込図



別紙１

（kWh)

年月 予定使用電力量

令和９年　４月 119,000

５月 88,000

６月 101,000

７月 121,000

８月 126,000

９月 114,000

１０月 105,000

１１月 100,000

１２月 70,000

令和１０年　１月 117,000

２月 72,000

３月 85,000

合計 1,218,000

（kWh)

年月 令和７年度

４月 442

５月 450

６月 488

７月 468

８月 484

９月 413

１０月 495

１１月 498

１２月 320

１月 448

２月 446

３月 458

最大 498

令和９年度　国立文楽劇場月別予定使用電力量

※令和６年度から令和７年度までの各月の使用量（実績）の平均を算出し、
  千キロワット時未満を切上げて算出した数値を予定使用電力量とした。

令和７年度　国立文楽劇場最大需要電力



別紙２
令和〇年〇月〇日

特定電源割当証明書
独立行政法人日本芸術文化振興会
分任契約担当役　国立文楽劇場長様

〔住　　　  所〕 〇〇県○○市○○

〔商号又は名称〕 株式会社○○

〔代表者役職及び氏名〕 代表取締役　○○　○○

以下の通り独立行政法人日本芸術文化振興会(国立文楽劇場)に電力を供給したことをここに証する。
また、供給元電源情報に記載の割当電力量に係る環境価値について、独立行政法人日本芸術文化振興会(国立文楽劇場)に移転したことと、
いかなる第三者へも移転されていないことをここに証する。

１　お客様情報
　お客様番号　　　 ○○○○
　需要施設名 ○○○○
　需要施設住所 ○○○○
　契約電力 ○○○○ｋＷ

２　供給期間
　令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

３　再生可能エネルギー由来電力量の情報(環境価値の属性情報は別添のとおり)

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
３月

(見込み)
累積

(見込み)

再エネ由来電力量
(kWh)【A】

供給電力量
(kWh)【B】

再エネ比率
(％)【A/B】

担当者等連絡先

本件責任者（氏名）

担　当　者（氏名）

責任者連絡先（電話番号）：

担当者連絡先（電話番号）：



【別添】環境価値の属性情報(見込みを含む)

環境価値の付与に
使用した証書の種類

供給元発電所名 住所 発電設備
環境価値
移転量
(kWh)

発電期間 認証番号

FIT非化石証書(再エネ指定) ○○発電所 ○○県○○市○○ 太陽光 ○○ 〇年〇月〇日～〇年〇月〇日 ○○

非FIT非化石証書(再エネ指定) ○○発電所 ○○府○○市○○ 風力 ○○ 〇年〇月〇日～〇年〇月〇日 ○○

合計(kWh)


